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4月10日：武田の里ウォーク出発式　韮崎中央公園

新たな健康ウォークにリニューアル
武田の里ウォークを開催

特集
歩こう韮崎!



今
回
か
ら	
	

	

韮
崎
の
魅
力
満
載
の	

ウ
ォ
ー
ク
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
4
月
10
日
、
今
年
で
16
回
目
を

迎
え
る
武
田
の
里
ウ
ォ
ー
ク
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
ま
で
は
、長

野
県
諏
訪
市
か
ら
韮
崎
市
ま
で
の

52
キ
ロ
を
歩
く
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

今
回
か
ら
韮
崎
市
内
を
歩
く
コ
ー

ス
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
大
村
智
博
士

を
育
ん
だ
韮
崎
の
自
然
・
風
景
・

文
化
を
体
感
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
大
会
へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
。　
コ
ー
ス
は
8
キ
ロ
・
20
キ

ロ
・
45
キ
ロ
の
3
つ
を
用
意
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
自
身
の
経

験
や
体
力
に
合
わ
せ
て
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
約
千
名
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
愛
好

家
の
皆
さ
ん
は
、
暖
か
い
日
差
し

の
中
、
韮
崎
の
春
を
感
じ
る
か
の

ご
と
く
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な

が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
各
地
区
で
は
、
地

元
の
方
々
が
特
産
品
な
ど
を
振
る

舞
い
な
が
ら
参
加
者
を
も
て
な
す

様
子
も
見
ら
れ
、
自
然
・
風
景
だ

け
で
な
く
、
地
元
の
方
々
と
の
交

流
と
い
う
魅
力
も
詰
ま
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

健
康
寿
命
の
延
伸
に	

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
活
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か

　
運
動
が
体
に
良
い
と
分
か
っ
て

い
て
も
、
実
行
で
き
な
い
、
続
か

な
い
と
い
う
人
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。長
続
き
さ
せ
る
コ
ツ
は
、軽

い
適
度
な
運
動
を
楽
し
み
な
が
ら

行
う
こ
と
で
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
方
々
に

少
し
で
も
体
を
動
か
す
機
会
に
触

れ
て
い
た
だ
く
た
め
、
運
動
の
中

で
も
気
軽
に
始
め
る
こ
と
が
で
き

る
「
歩
く
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
健

康
事
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ

の
ひ
と
つ
と
し
て
武
田
の
里

ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

今
後
も
各
種
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

事
業
を
強
化
し
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
こ
う
し
た
事
業

に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
健
康
寿
命
の
延

伸
に
努
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

特集 歩こう韮崎！
新たな健康ウォークにリニューアル

武田の里ウォークを開催

特集  歩こう韮崎 !
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クイズを解きながら家族や友達と楽しく歩きませんか？
県スポーツレクリエーション祭・ウォークラリー（神山町内約 5㌔）参加者募集
■開 催 日：5 月 22 日（日）　※受付 9 時から　■主　　催：山梨県レクリエーション協会
■参 加 料　一人 200 円（当日受付でお支払ください）　■集合場所：神山公民館（神山町北宮地 945-3）
■申込方法：3 ～ 5 人グループで、各人の住所、氏名、年齢を明記し郵送又は FAX でお申し込みください。
　　　　　　※定型の申込用紙はありません。任意の様式に必要事項を明記しお申し込みください。
■申 込 先：郵送 〒 400-0811 甲府市川田町 517
　　　　　　山梨県青少年センター別館内山梨県レクリエーション協会　FAX055-287-7373　
■問い合わせ：山梨県レクリエーション協会　☎ 055-287-7373

▲大村博士が中学時代に通った通学路、「幸福の小径」を笑顔で歩く参加者の皆さん

▲疲れた身体を癒すグルメ屋台も数多く出店▲地区のおもてなしブースの様子
　地元の方との交流もウォーキング大会の魅力です

秋のウォーキングにも
　　　　ぜひ参加したいですね！
� 皆川明さん（8km コース）
　久しぶりに新府の頂上まで行きまし
た。新府の桃の花がピンクでとてもき
れいでした。また、秋のウォーキング
イベントも参加したいです。

満開のサクラが
� 一番のご褒美でした！
� 斉藤心美さん（20km コース）
　お父さんと一緒に参加してく
れた北西小学校 5 年生の斉藤心
美さんは、20km を歩ききったに
もかかわらずまだまだ元気な様
子で、「新府の桃の花もきれいで
よかったけど、わに塚のサクラが
満開で一番よかったです。楽し
かったのでまた来年も参加した
いです！」と話していました。

選
手
以
外
も
頑
張
っ
て
い
ま
し
た

イ
ベ
ン
ト
中
の
サ
ポ
ー
ト

特集  歩こう韮崎！
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　誰もが気軽にできるウォーキングを皆さんで楽しみませんか。
日頃運動する機会のない方は、ぜひ体力作りのきっかけにして
下さい。スポーツ推進委員より歩き方の指導、終了後には食生
活改善推進員による健康食の試食もあります。
■日　　時　5 月 28 日（土）9 時 20 分～（受付 9 時）
■集合場所　竜岡公民館（竜岡町下條南割 1007）
■持 ち 物　汗拭きタオル、水分補給できる飲み物等
※歩きやすい服装や靴でご参加ください。
※悪天候の場合は保健福祉センター室内で運動を行います。
※�健康ポイント事業については、広報 4 月号の 6 ページをご覧

ください。
■申し込み・問い合わせ
　保健課  保健指導担当（保健福祉センター内）
　☎ 23-4310　FAX23-4316

　日本脳炎の予防接種を受け、重い病気になった事例をきっかけに、平成 17 年度から 21 年度まで予防
接種の案内を行いませんでしたが、その後、新たな日本脳炎ワクチンが開発され、現在では通常どおり予
防接種を受けられるようになっています。
　このため、平成 7 年 4 月 2 日〜平成 19 年 4 月 1 日に生まれた方（特例対象者）は、日本脳炎の予防接
種を受ける機会を逃していることがあります。不足している回数分を 20 歳未満までの間、定期接種として
受けることができますので、母子健康手帳を確認いただき、接種を希望される場合は保健課までお問い合わ
せください。
　また、今年度 18 歳になる方について、第 2 期の接種を逃している場合がありますので、対象者には 5
月中にご案内します。
標準的な免疫の付け方と対象年齢

標準的な接種方法 予防接種法で
定められた年齢 接種をお勧めする年齢・時期

1 期初回 6～28日の間隔をおいて2回接種
生後 6 か月～
7 歳 6 か月未満

3 歳に達した時から 4 歳に達するまでの期間

1 期追加 1 期初回 2 回終了日よりおおむね
1 年後に 1 回接種 4 歳に達した時から 5 歳に達するまでの期間

2 期 1 期終了後、おおむね 5 年の間隔
をおいて 1 回接種 9 歳～ 13 歳未満 9 歳に達した時から 10 歳に達するまでの期間

※特例対象者は、9 歳以上であれば 1 期追加接種後 6 日以上の間隔をおいて 2 期を受けることができます。
　公費接種期間や接種間隔等詳細については、保健課へお問い合わせください。
■問い合わせ 　保健課 健康増進担当（保健福祉センター内）　☎ 23-4310

日本脳炎予防接種のお知らせ

ポイント対象メニュー ポイント数

ポイント獲得方法
保健福祉センター窓口にて
健診結果・実践記録票等を
確認します。

受付時に押印します。

Ａ 健康診断（市や職場等の健康診断・特定健診・人間ドック） 30 Ｐ
（1 回まで） ○※ 1

Ｂ 各種がん検診（市や職場等の健康診断・人間ドック） 30 Ｐ ○※ 2
Ｃ 歯科健診（市の健康診断・歯と口の衛生週間） 20 Ｐ ○
Ｄ 武田の里ウォーク春（4 月） 20 Ｐ ○
Ｅ 武田の里ウォーク秋 20 Ｐ ○
Ｆ にらさきいきいきウォーキング 3 回 1 回 10 Ｐ ○

G 公民館や各団体によるウォーキングを中心とした催し 5 Ｐ
（2 回まで） ○※ 3

H 個人やグループによるウォーキング 20 Ｐ
（週 1 回以上を 3 か月以上行う） ○※ 3

I ・�NPO 韮崎スポーツクラブやゆ～ぷるにらさきプールプログラム等
・�民間団体による運動教室

20 Ｐ
（週 1 回以上を 3 か月以上行う） ○※ 4

※ 1 健康診査結果用紙等　※ 2 各種がん検診結果用紙等　※ 3 実践記録票（ピンク色）　※ 4 出席簿（青色）等
注）B のがん検診については何種類受けても 30 ポイントまでとします。

　ウォーキング！　

歩くことから
　　始めませんか？
にらさき いきいき

参加者募集
今回のコースは竜岡町内5キロ
健康ポイント対象事業！

参 加 無 料

特集  歩こう韮崎 !
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閲覧年月日 申出者の氏名（法人の場合は、
その名称及び代表者の氏名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

平成27年
4月30日

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

（委託先：金融広報中央委員会）

家計の金融行動に関する
世論調査

若宮 1 ～ 3 丁目、本町 1 丁目の
満 20 歳以上の男女 16 名　

平成27年
7月16日

一般社団法人新情報センター
会長　安藤　昌弘
（委託先：内閣府）

少年非行に関する世論調査 藤井町坂井の満 20 歳以上の男女 16 名

平成27年
7月24日

山梨県産業労働部商業振興課
（委託先：公益財団法人山梨総合研究所） 山梨県買い物環境実態調査 市内全域の満 20 歳以上の男女

平成27年
9月3日

株式会社サーベイリサーチセンター　
静岡事務所　所長　北崎　聖二

（委託先：山梨県）

山梨県男女共同参画に関する
県民意識・実態調査

穂坂町鳥の小池、藤井町北下條、中田町中條、
穴山町次第窪、清哲町青木、旭町久保、龍岡町若尾新田

の満 20 歳以上の男女 15 名（計 105 名）

平成27年
12月2日

一般社団法人　中央調査社
会長　西澤　豊

（委託先：学校法人青山学院）

地域社会における大学の
役割に関する世論調査

藤井町北下條、大草町若尾の
満 20 歳以上の男女 20 名（計 40 名）

住民基本台帳の閲覧状況

ひ
と
り
に
一
つ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
き
ち
ん
と

受
け
取
っ
て
活
用
す
る
た
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の	

	

通
知
カ
ー
ド
が
お
手
元
に	

届
い
て
い
な
い
方

　
昨
年
中
に
簡
易
書
留
に
て
各
世

帯
に
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
通

知
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
ま
だ
お
手

元
に
届
い
て
い
な
い
場
合
は
市
役

所
へ
返
戻
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
あ
る

方
は
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昨
年
中
に
返
戻
さ
れ
た
通

知
カ
ー
ド
は
6
月
末
ま
で
保
管
し

た
の
ち
国
へ
返
還
登
録
を
行
い
、

破
棄
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
返

還
登
録
を
し
た
場
合
で
再
度
発
行

す
る
場
合
は
手
数
料
（
5
0
0

円
）
が
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

【
本
人
の
場
合（
世
帯
構
成
員
も
含

む
）】

・�

印
鑑

・�

本
人
確
認
書
類

　
�（

顔
写
真
が
あ
る
場
合
は
1
点
、

無
い
場
合
は
2
点
）

【
代
理
人
の
場
合
】

左
記
の
本
人
確
認
書
類
に
加
え

・�

代
理
人
の
印
鑑

・�

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

　

�（
顔
写
真
が
あ
る
場
合
は
1
点
、

無
い
場
合
は
2
点
）

・�

委
任
状

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を	

申
請
さ
れ
た
方

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請

後
、
国
に
お
い
て
順
次
作
成
さ
れ
、

市
役
所
へ
送
付
さ
れ
ま
す
。
市
役

所
か
ら
各
申
請
者
へ
転
送
不
要
に

て
交
付
通
知
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
届
き
ま
し
た
と
い
う
お

知
ら
せ
の
は
が
き
）
を
送
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

時
に
は
原
則
と
し
て
ご
本
人
様
に

ご
来
庁
い
た
だ
き
、
下
記
の
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
最
大

4
種
類
の
暗
証
番
号
を
設
定
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
完
全
予
約

制
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
す
で
に
申
請
さ
れ
て
い
る
場
合

で
転
出
・
転
入
等
さ
れ
て
い
る
場

合
は
再
度
申
請
が
必
要
と
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

・�
印
鑑

・�
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
が
あ

る
場
合
は
1
点
、
無
い
場
合
は

2
点
）

・�

通
知
カ
ー
ド

・�

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

・�

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

■
問
い
合
わ
せ

　
市
民
課  

市
民
担
当

�（
内
線
1
2
3
～
1
2
6
）

住民基本台帳の閲覧状況を公表
　平成 27 年度の住民基本台帳の閲覧は 5 件でした。
住民基本台帳の一部の写しの閲覧取扱要綱第 6 条に基づき公表します。

■問い合わせ　市民課  市民担当（内線 124）
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平
成
28
年
度
韮
崎
市
消
防
団
辞
令
交
付
式
を
挙
行

☆
部
長
辞
令

穂
坂
分
団　
横
森　
隆
文

　
　
　
　
　
小
澤　
武
範

　
　
　
　
　
広
瀬　
　
寛

　
　
　
　
　
平
賀　
一
彦

　
　
　
　
　
海
瀬　
　
隆

　
　
　
　
　
保
坂　
和
樹

　
　
　
　
　
篠
原　
賢
一

　
　
　
　
　
小
林　
典
孝

　
　
　
　
　
丸
山　
清
彦

藤
井
分
団　
坂
本　
和
之

　
　
　
　
　
中
島　
秀
俊

　
　
　
　
　
小
沢　
浩
一

　
　
　
　
　
長
田　
　
久

　
　
　
　
　
貝
瀬　
　
孝

　
　
　
　
　
水
上　
　
拓

　
　
　
　
　
佐
々
木
忠
晴

中
田
分
団　
小
屋　
　
了

穴
山
分
団　
久
保
田
繁
男

　
　
　
　
　
細
窪　
康
弘

　
　
　
　
　
小
泉　
正
文

円
野
分
団　
坂
本　
篤
彦

　
　
　
　
　
細
田　
雅
史

　
　
　
　
　
一
木　
　
淳

清
哲
分
団　
小
澤　
健
一

　
　
　
　
　
村
松　
義
仁

　
　
　
　
　
濟
藤　
竜
仁

　
　
　
　
　
小
林　
幸
司

神
山
分
団　
功
刀　
隆
文

　
　
　
　
　
石
井　
智
洋

　
　
　
　
　
向
山　
光
太

旭
分
団　
越
石　
宏
幸

　
　
　
　
　
志
村　
肇
則

　
　
　
　
　
堀
内　
和
哉

大
草
分
団　
矢
崎　
貢
司

　
　
　
　
　
田
川　
雄
大

　
　
　
　
　
矢
崎　
　
実

　
　
　
　
　
土
橋　
達
矢

竜
岡
分
団　
山
本　
真
司

　
　
　
　
　
杉
谷　
亮
平

　
　
　
　
　
渡
邉　
佳
寛

☆
班
長
辞
令

穂
坂
分
団　
横
森　
弘
紀

　
　
　
　
　
大
柴　
昇
悟

　
　
　
　
　
廣
瀬　
徳
栄

　
　
　
　
　
宮
川　
祐
文

　
　
　
　
　
横
森　
義
信

　
　
　
　
　
福
田　
典
和

　
　
　
　
　
金
澤　
一
男　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
細
田　
裕
之

　
　
　
　
　
石
川　
公
雄

　
　
　
　
　
中
川　
正
樹

藤
井
分
団　
八
巻　
英
二

　
　
　
　
　
上
野　
　
真

　
　
　
　
　
長
坂　
宗
雄

　
　
　
　
　
小
田
切
雄
司

　
　
　
　
　
谷
脇　
　
豪

　
　
　
　
　
平
賀　
聖
士

　
　
　
　
　
小
林　
幸
二

中
田
分
団　
塚
田　
　
浩

　
　
　
　
　
斉
藤　
　
治

穴
山
分
団　
松
川　
琢
也

　
　
　
　
　
飯
野　
泰
崇

　
　
　
　
　
小
泉　
卓
央

円
野
分
団　
伊
藤　
公
一

　
　
　
　
　
眞
壁　
一
仁

　
　
　
　
　
深
澤　
英
史

清
哲
分
団　
藤
島　
博
幸

　
　
　
　
　
清
水　
克
夫

　
　
　
　
　
藤
巻　
光
希

　
　
　
　
　
花
輪　
泰
彦

神
山
分
団　
阿
部　
純
一

　
　
　
　
　
名
取　
克
敏

　
　
　
　
　
内
藤　
宏
貴

旭
分
団　
小
野　
陽
司

　
　
　
　
　
進
藤　
大
介

　
　
　
　
　
山
本　
健
一

大
草
分
団　
根
岸　
崇
裕

　
　
　
　
　
秋
山　
恭
一

　
　
　
　
　
中
山　
　
寛

　
　
　
　
　
土
橋　
浩
章

竜
岡
分
団　
牛
留　
如
心

　
　
　
　
　
橋
本　
真
一

　
　
　
　
　
上
野　
純
也

☆
新
入
団
員
辞
令

韮
崎
分
団　
中
村　
太
一

　
　
　
　
　
長
澤　
　
周

　
　
　
　
　
武
川　
卿
一

　
　
　
　
　
飯
塚　
誠
吾

　
　
　
　
　
成
島　
秀
樹

穂
坂
分
団　
横
森　
平
汰

　
　
　
　
　
石
川　
　
龍

　
　
　
　
　
石
川　
雅
博

　
　
　
　
　
石
川　
和
也

藤
井
分
団　
宮
澤　
卓
也

　
　
　
　
　
小
澤　
晃
嗣

　
　
　
　
　
中
込　
啓
夢

　
　
　
　
　
本
多　
孝
行

　
　
　
　
　
石
川　
　
稔

中
田
分
団　
中
田　
　
薫

　
　
　
　
　
西
澤　
　
勲

穴
山
分
団　
八
巻　
　
颯

　
　
　
　
　
石
合　
　
治

清
哲
分
団　
内
藤　
卓
也

　
　
　
　
　
小
澤　
　
要

神
山
分
団　
芦
澤　
佑
亮

旭
分
団　
樋
口　
雅
一

　
　
　
　
　
小
野　
隆
也

　
　
　
　
　
塚
原　
彌
文

　
　
　
　
　
望
月　
伸
一

　
　
　
　
　
飯
塚　
慎
一

　
　
　
　
　
久
保
田　
光

　
　
　
　
　
田
中　
　
亮

　
　
　
　
　
小
澤　
潤
哉

　
　
　
　
　
㓛
刀　
久
誠

大
草
分
団　
花
輪　
潤
一

　
　
　
　
　
矢
崎
真
一
朗

　
　
　
　
　
山
本　
雄
介

竜
岡
分
団　
横
内　
　
翔

　
　
　
　
　
望
月　
佑
弥

　
　
　
　
　
今
福　
健
人

　
　
　
　
　
秋
山　
良
太

�

（
敬
称
略
）

　
4
月
3
日
、
韮
崎
市
営
総
合
体
育
館
で
平
成
28
年
度
韮
崎

市
消
防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
部
長
、
班
長
及
び
37
名

の
新
入
団
員
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
が
力
を
結

集
し
て
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を
守
る
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。 大

切
な
ま
ち
、

大
切
な
人
を
守
る
た
め
、

　
消
防
団
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

　
3
月
18
日
か
ら「
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ

ル
（
1
7
1
）」
の
機
能
が
拡
充
さ
れ
、

新
た
に
携
帯
電
話
・
P
H
S
・
0
5
0

を
含
む
I
P
電
話
な
ど
、
固
定
電
話

以
外
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
災
害
伝
言
板
（
W
e
b

1
7
1
）」
と
連
動
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

で
登
録
さ
れ
た
伝
言
の
内
容
を
お
互

い
の
サ
ー
ビ
ス
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課 

防
災
交
通
担
当

　
　
　
（
内
線
3
3
9
・
3
9
9
）

災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
7
1
）

の
機
能
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

東日本大震災義援金受付期間を延長
■受付期限　平成 29 年 3 月 31 日（金）
■受付場所　福祉課窓口
※�義援金は、確定申告の際の控除の対象となり、希

望者には義援金採納証明書を発行しています。
☆これまでの義援金総額
　13,031,043 円（3 月 10 日現在）
■問い合わせ　福祉課 社会福祉担当（内線 180・181）
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5
月
24
日（
火
）が
申
請
期
限
で
す
！

障
が
い
者
手
帳
等
を

お
持
ち
の
方
に
対
す
る

　
軽
自
動
車
税
の
減
免
の
お
知
ら
せ

　
身
体
等
に
障
が
い
が
あ
り
、下
表

に
該
当
す
る
方
は
、軽
自
動
車
税
が

減
免
に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
普

通
自
動
車
で
減
免
を
受
け
て
い
る

方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

　
ま
た
、
手
帳
要
件
に
該
当
の
障

が
い
の
あ
る
方
が
所
有
す
る
軽
自

動
車
で
、
通
学
・
通
院
・
通
所
の

た
め
に
常
時
介
護
を
す
る
方
が
運

転
す
る
場
合
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

■
減
免
の
手
続
き

①
昨
年
度
申
請
を
し
た
方

　
昨
年
度
に
減
免
の
申
請
を
さ
れ

た
方
は
、
本
年
度
以
降
申
請
内
容

に
変
更
が
な
い
限
り
、
毎
年
度
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
昨

年
度
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
方

は
、
改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。）

②
今
年
度
新
た
に
申
請
す
る
方

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
が

届
き
ま
し
た
ら
納
付
す
る
前
5
月

24
日（
火
）ま
で
に
税
務
課
窓
口
で

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

本
人
運
転
の
場
合

①
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
（
複

数
あ
る
場
合
は
全
て
）

③
運
転
免
許
証
（
本
人
の
も
の
）

④
車
検
証　
⑤
印
鑑

⑥�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

家
族
運
転
ま
た
は

　
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合

①
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

②�

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
う
ち
該
当

す
る
も
の
全
て

③
運
転
す
る
方
の
運
転
免
許
証

④
車
検
証　
⑤
印
鑑

⑥�

納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド

⑦
・
家
族
運
転
の
場
合

　
　
減
免
資
格
生
計
同
一
証
明
書

　
・
常
時
介
護
者
運
転
の
場
合

　
　
減
免
資
格
常
時
介
護
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課  

市
民
税
担
当

�

（
内
線
1
5
3
～
1
5
5
）

■
⑦
の
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課  

障
が
い
福
祉
担
当

�
 （

内
線
1
8
2
・
1
8
3
）

障がいの区分
障がいの級別

本人運転の場合
（障がい者本人が所有する車を本人が運転） 生計同一者（家族）運転又は常時介護者運転の場合

身
体
障
害
者
手
帳
【
赤
色
】

視覚障害 １級～３級・４級の１
聴覚障害 ２級・３級

平衡機能障害 ３級

音声機能障害 3 級
（喉頭摘出による音声機能障害がある場合に限る

上肢不自由 １級・２級の１・２級の２
（両上肢の障がいのみ対象）

下肢不自由 １級～６級 １級～３級の１
（両下肢の障害のみ対象）（３級の１は欠損に限る）

体幹不自由 １級～３級・５級 １級～３級

幼児期以前の非進
行性の脳病変によ
る運動機能障害

上肢機能 １級・２級
（一上肢にのみに運動機能障害がある場合を除く）

移動機能 １級～６級 １級～２級・３級
（一上肢のみに運動機能障害がある場合を除く）

心臓・腎臓・呼吸器
膀胱又は直腸・小腸の機能障害 １級・３級

免疫・肝臓機能障害 １級～３級

戦
傷
病
者
手
帳
【
黒
色
】

視覚・聴覚平衡機能障害 特別項症～第４項症

音声機能障害 特別項症～第２項症
（喉頭摘出による音声機能障害の場合に限る）

上肢不自由 特別項症～第３項症
下肢不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第３項症
体幹不自由 特別項症～第６項症及び第１款症～第３款症 特別項症～第４項症

心臓・腎臓・呼吸
膀胱又は直腸・小腸機能障害 特別項症～第３項症

療育手帳【紺色】 障がいの程度 Ａ
精神障害者保健福祉手帳【緑色】 １級

運転手 障がい者本人の状況 車の所有者 使用目的
障がい者本人 障がい者本人 目的は問わない

障がい者と生計を一にする者
（家族等）

療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている 障がい者と生計を一にする者
（家族等）

身体障がい者の
・通院  ･ 通学  ・通所
・通勤  ･ 生業に使用する。
（１年を通し、週三日以上
  もしくは総使用日数か、
  走行距離数の 50％以上）

上記以外
障がい者が 18 歳以上 障がい者本人

障がい者が 18 歳未満 障がい者と生計を一にする者
（家族等）

障がい者を常時介護する者 世帯全員が身体障がい者等 障がい者本人

軽自動車税減免対象者の障がいの範囲

軽自動車税減免対象者の障がいの範囲

＊生計を一にする者（家族等）・常時介護する者が運転し、減免を申請する場合には、⑦（減免資格証明書）が必要です。
＊軽自動車税とは原動機付自転車・二輪の軽自動車・二輪の小型自動車・軽自動車・トラクター等です。

表2

表1
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韮
崎
市
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
振
興
基
本
条
例
を
制
定

　中小企業・小規模事業者は、市内事業所の大多数を占め、地域の雇用や経済、社会を支えてい
る重要な存在です。
　昨今、本市を取り巻く経済的・社会的環境は、人口減少や超高齢社会の到来、経済活動のグロー
バル化の進展等により、大きく変化しており、これら企業の健全な経営にも様々な影響を及ぼし
ていることから、このたび、本市において、中小企業・小規模事業者の振興を市政の重要課題と
して位置づけ、必要な支援を迅速かつ的確に実施していくための「韮崎市中小企業・小規模事業
者振興基本条例」を制定いたしました。
　この条例は、市民の皆さんをはじめ、市や関係機関等それぞれ責務や役割を明確化し、共通認
識を持って相互に協力しあうことで、中小企業・小規模事業者の振興を図り、元気で豊かなまち
韮崎の実現を推進することを目的にしています。皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

チーム韮崎で取り組む、地域が主役のまちづくり
働く人々が自信と誇りをもち、
元気で豊かなまち韮崎の実現に向けて
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平
成
28
年
度 

新
た
に
取
り
組
む
事
業

◆
韮
崎
市
小
規
模
事
業
者		

　
店
舗
等
改
修
費
補
助
金

　

小
規
模
事
業
者
等
を
対
象
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
特

に
要
望
の
多
か
っ
た
店
舗
改
修
費

の
補
助
に
対
処
す
る
た
め
、
従
業

員
5
人
以
下
の
小
規
模
な
既
存
店

舗
（
工
場
等
に
お
い
て
は
20
人
以

下
）
の
改
修
費
の
一
部
を
補
助
す

る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

■
補
助
対
象
者

①�

小
規
模
事
業
者（
市
内
に
存
す
る

店
舗
、事
業
所
及
び
工
場
に
お
い

て
、
小
売
業
、
卸
売
業
、
製
造
業
、

建
設
業
、運
輸
業
、情
報
通
信
業
、

医
療・福
祉
、
サ
ー
ビ
ス
業
等
を

営
む
小
規
模
事
業
者
）

②�

商
工
会
又
は
商
店
会
の
加
入
者

③�

市
税
等
に
滞
納
の
な
い
者

④�

チ
ェ
ー
ン
店
及
び
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
店
で
な
い
も
の

■
補
助
対
象
経
費
及
び
補
助
金
額

①
補
助
対
象
経
費
：
経
営
改
善
に

資
す
る
店
舗
改
修
に
要
す
る
費
用

（
経
費
の
詳
細
は
商
工
観
光
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

②
補
助
率
：
1
／
2

③�

補
助
限
度
額
：
50
万
円

■
交
付
申
請
書
類

①�
交
付
申
請
書

②�
履
歴
書
又
は
登
記
事
項
証
明
書

③�

商
工
会
員
又
は
商
店
会
員
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
書
面

④
経
営
計
画
書

⑤�

市
税
等
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を

証
す
る
書
類

⑥�

店
舗
平
面
図
及
び
改
修
の
見
積

書
等

⑦�

そ
の
他
（
詳
細
は
商
工
観
光
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

◆
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催
事
業

　
中
小
企
業
等
を
対
象
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、
特
に
要
望

の
多
か
っ
た
人
材
の
確
保
に
対
処

す
る
た
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
商

工
会
と
の
連
携
に
よ
る
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

◆
飲
食
店
ガ
イ
ド
作
成
事
業

　
市
内
す
べ
て
の
飲
食
店
（
掲
載

を
希
望
し
な
い
店
を
除
く
）の
、店

主
お
勧
め
メ
ニ
ュ
ー
や
自
慢
の
一

品
を
網
羅
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
、市
内
外
に
広
く
P
R
し

ま
す
。

◆
中
小
企
業
等
振
興
協
議
会	

　
設
置
・
運
営
事
業

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
振

興
条
例
の
理
念
の
実
現
や
、
条
例

に
掲
げ
た
各
種
施
策
の
実
施
状
況

を
検
証
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者

や
関
係
者
等
で
組
織
す
る
協
議
会

を
設
置
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
・
2
1
6
）

金  融機関の役割
◆�円滑な資金供給をはじめ、

経営相談等を通じて中小
企業・小規模事業者を支援

大　 企業の役割
◆�地域社会の一員としての社会的

責任を自覚し、中小企業・小規模
事業者との連携・協力を推進

◆�中小企業・小規模事業者の地域経
済での役割を理解し、市の振興施
策に積極的に協力

市  の責務
◆�中小企業・小規模事業者の

振興施策を総合的かつ計画
的に推進

◆�中小企業・小規模事業者の
実態把握とその意見を振興
施策に反映

◆�関係機関等と連携して、中
小企業・小規模事業者に対
する効果的な支援

◆�工事発注及び物品調達等に
おける市産品の活用及び企
業の受注機会の拡大

■�平成28年度に取り組む新事業
●就職ガイダンス開催事業
●�小規模事業者店舗等改修費

補助事業
●飲食店ガイド作成事業

商  工会の役割
◆�中小企業・小規模事業者の

経営向上・改善に資する支
援及び相互連携の促進

◆�人々が集うにぎわいの場の
再生と創造を目指し、市の
振興施策に積極的に協力

市  民の理解・協力
◆�中小企業・小規模事業者の地域経

済や市民生活の向上に果たす役
割の重要性を理解し、その発展へ
の協力

◆�市内において生産された製品の
購入・サービスの積極的な利用

教  育機関の役割
◆�中小企業・小規模事業者の

活動に協力するため、多様
な主体と連携して、人材育
成及び研究成果の普及

◆�中小企業・小規模事業者と
協力して職業体験及び技
術習得の機会の提供

◆�郷土愛護の精神の醸成及
び地域の担い手の育成

中  小企業・小規模
� 事業者の努力
◆�経営基盤の強化、事業の継承、人

材の育成、雇用の促進及び従業員
の福利厚生の充実

◆�社会的責任を認識し、地域社会の
発展に貢献

◆�小規模事業者は、持続的な発展と
相互連携による経営資源の確保

それぞれの
責務・役割など
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や
ま
な
し
子
育
て
応
援
事
業
が
ス
タ
ー
ト

子
育
て
す
る
な
ら
韮
崎
市

�
保
育
料
の
負
担
軽
減
を
拡
大

　
市
で
は
多
子
世
帯
へ
の
支
援
を

拡
充
し
、
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
な
ど
少

子
化
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
4
月
か
ら
は
、
第
2
子

以
降
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を
拡

大
さ
せ
る
た
め
、「
や
ま
な
し
子
育

て
応
援
事
業
（
第
2
子
以
降
保
育

料
無
料
化
事
業
）」
を
実
施
し
、該

当
と
な
る
方
の
第
2
子
以
降
の
保

育
料
に
つ
い
て
、
3
歳
に
な
る
ま

で
無
料
化
を
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん

の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

■
対
象
児
童

①�

0
～
2
歳
児
の
う
ち
、
保
育
が

必
要
な
子
ど
も
（
認
定
は
市
）

※�

無
料
に
な
る
の
は
3
歳
の
誕
生　

月
ま
で

②�

世
帯
の
第
2
子
以
降
の
子
ど
も

（
生
計
を
同
一
に
す
る
第
1
子

が
い
る
こ
と
）

③�

世
帯
の
市
町
村
民
税
所
得
割
課

税
額
が
1
6
9
，0
0
0
円
未

満
で
あ
る
こ
と

※�

国
基
準
の
第
5
階
層
ま
で
の
世

帯
で
世
帯
の
年
収
約
6
4
0

万
円
相
当
）

■
該
当
者
に
は
申
請
書
が
届
き
ま
す
。

　
市
で
は
保
育
料
が
無
料
と
な
る

対
象
者
の
確
認
作
業
を
行
い
、
対

象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
、
4
月
上

旬
か
ら
申
請
書
を
配
布
し
て
い
ま

す
。

※�

該
当
に
な
る
か
ど
う
か
の
判
断

が
不
明
な
た
め
申
請
書
を
配
布

し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

該
当
に
な
る
の
で
は
…
と
思
わ

れ
る
方
は
お
手
数
で
す
が
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

子
育
て
支
援
担
当

�

（
内
線
1
7
3
～
1
7
5
）

生
計
を
同
一
に
す
る
と
は
？

☆
具
体
例

・�

一
緒
に
生
活
し
て
い
る

（
同
じ
家
に
住
ん
で
い
て
、

生
活
費
が
一
緒
）

・�

別
々
に
住
ん
で
い
る
が
、

生
活
費
を
仕
送
り
し
て
い

る
・�
入
院
を
し
て
い
る
が
、
療

育
費
を
払
っ
て
い
る

区　　分 利用者負担額（月額）
第 1 子を含め小学校 3 年生まで
の範囲の兄・姉がいる児童

2 人目 保育料基準額の半額
3 人目以降 無料

市町村民税所得割課税額
77,101 円未満

第 2 子 保育料基準額の半額
第 3 子以降 無料

母子世帯等で市町村民税所得割
課税額 77,101 円未満

第 1 子 保育料基準額の半額
第 2 子以降 無料

区　　分 利用者負担額（月額）

第 1 子を含め小学校 3 年生ま
での範囲の兄・姉がいる児童

2 人目 保育料基準額の
4 分の 1

3 人目以降 無料

市町村民税所得割課税額
57,700 円未満

第 2 子 保育料基準額の
4 分の 1

第 3 子以降 無料

母子世帯等で市町村民税所得
割課税額 77,101 円未満

第 1 子 保育料基準額の
4 分の 1

第 2 子以降 無料
市町村民税所得割課税額
169,000 円未満

第 2 子以降の　
3 才未満児 無料

1 号認定（幼稚園部分）

2・3号認定（保育園部分）
※赤色の部分がやまなし子育て応援事業による拡大部です。
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幼稚園に在園するお子さんの保護者の方へ

　市では、私立幼稚園に通う園児の保護者の経済的負担の軽減と幼稚園教育の振興を図るため、保育料と入園
料の一部を補助する幼稚園就園奨励費補助事業を実施しています。補助を希望の方は在園先の幼稚園までお問
い合わせください。
　また、本年度から、下表の第①〜③階層までの世帯に対し、多子計算に係る年齢制限（小学校 3 年生まで）
の撤廃と、ひとり親世帯等への負担を軽減します。詳細は、下記の表（赤色の部分）でご確認ください。
■補助対象世帯
　市内に住所があり、私立幼稚園に在園している 2 歳児～ 5 歳児（平成 22 年 4 月 2 日から平成 26 年 4 月 1
日生まれ）を持つ世帯。※ 2 歳児は 3 歳になる誕生月から補助対象になります。
■補助の内容　私立幼稚園の入園料・保育料
■補助区分及び補助限度額
　下表のとおり（世帯の課税状況等に応じて限度額が異なります）
　※保育料等の額が表の補助限度額に満たない場合は、保育料等の額が補助額になります。
■注意事項
　子ども・子育て新制度に移行された幼稚園（山梨英和ダグラスこども園）に在園している園児は、
補助金の対象となりませんので、ご注意ください。

私立幼稚園の入園料・保育料の一部を補助

課税区分（世帯合計）

補助限度額 ( 園児一人あたりの年額）
兄・姉が小学校１～３年にいない場合※ 兄・姉が小学校１～３年にいる場合

在園中の第１子 在園中の第２子 在園中の
第３子以降 在園中の第２子 在園中の

第３子以降
① 生活保護世帯 308,000 円 308,000 円 308,000 円 308,000 円 308,000 円

② 市民税非課税世帯 272,000 円 290,000 円 308,000 円 290,000 円 308,000 円
市民税の所得割が非課税世帯 272,000 円 290,000 円 308,000 円 290,000 円 308,000 円

③ 当該年度に納付すべき市民税所得割
課税額が 77,100 円以下の世帯 115,200 円 211,000 円 308,000 円 211,000 円 308,000 円

④ 当該年度に納付すべき市民税所得割
課税額が 211,200 円以下の世帯 62,200 円 185,000 円 308,000 円 185,000 円 308,000 円

⑤ 上記に該当しない世帯 154,000 円 308,000 円 154,000 円 308,000 円

【ひとり親世帯、在宅障害児（者）のいる世帯で下記の課税区分に該当する場合】

課税区分（世帯合計）

補助限度額 ( 園児一人あたりの年額）
兄・姉が小学校１～３年にいない場合※ 兄・姉が小学校１～３年にいる場合

在園中の第１子 在園中の第２子 在園中の
第３子以降 在園中の第２子 在園中の

第３子以降

② 市民税非課税世帯 308,000 円 308,000 円 308,000 円 308,000 円 308,000 円
市民税の所得割が非課税世帯 308,000 円 308,000 円 308,000 円 308,000 円 308,000 円

③ 当該年度に納付すべき市民税所得割
課税額が 77,100 円以下の世帯 217,000 円 308,000 円 308,000 円 217,000 円 308,000 円

※第③階層までの世帯の兄・姉については、小学校１～３年の年齢制限を撤廃します。
●所得割額は世帯合計額で判定します。
●住宅借入金等特別控除を受けている場合は控除前の額になります。
■制度内容に関する問い合わせ　福祉課 子育て支援担当（内線 173 ～ 175）

幼稚園就園奨励費補助限度額

歯
と
口
の

�

健
康
週
間

�

歯
の
無
料
健
康
相
談

　
毎
年
6
月
4
日
～
10
日
は
歯

と
口
の
健
康
週
間
で
す
。
そ
れ

に
合
わ
せ
て
「
歯
の
無
料
健
康

相
談
所
」
を
左
記
の
と
お
り
開

設
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
6
月
5
日
（
日
）

　
9
時
30
分
～
12
時
30
分

■
会
場

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
1
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

■
内
容

　
歯
科
医
師
に
よ
る
健
診
及
び

相
談
・
無
料
フ
ッ
素
塗
布
・
洗

口
等

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課  

健
康
増
進
担
当

　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

�

☎
2
3
-4
3
1
0
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韮崎大村美術館入館者 10 万人記念セレモニー
　韮崎大村美術館の入館者数が 4 月 2 日（土）に 10 万人を突破したことを記念して、セレモニーが行われま
した。
　ノーベル医学・生理学賞を受賞した大村智博士から、10 万人目となった東京都調布市の中学生の山内萌さん
と、祖父母の広瀬孔孝さん、摩耶子さんに花束やサイン
入りの著書 2 冊などが贈られました。
　美術館の入口で出迎えた大村博士から「10 万人目お
めでとうございます。」と声をかけられた山内さんは「ま
さか 10 万人目になるなんてビックリしました！大村先
生にも会えて本当に幸せです！」と感激していました。

「幸福の小径」案内板が完成
　大村智博士が少年時代に自宅から中学校まで日々通った通学路を、ノーベル
医学・生理学賞の受賞を記念して『幸福の小径（こうふくのこみち）』と名付け
たことにともない、案内板を設置し、4 月 4 日（月）に贈呈式が行われました。
　贈呈式では、贈呈者であります韮崎ライオンズクラブのメンバーら約 30 名が
出席し、飯野一朗会長から内藤市長に目録が手渡されました。
　デザインは、大村博士が名誉理事長を務める女子美術大学講師を務める及川
玲奈さんが担当し、案内板の下部には、大村博士が発見した抗生物質「エバー
メクチン」の化学式がデザインされています。

わに塚のサクラ　ライトアップ
　4 月 1 日（金）、わに塚のサクラのライトアップ点灯式が行
われました。
　サクラの周りに 8 基の大型の
水銀灯を設置し、白い光に照ら
されると幻想的な雰囲気に包ま
れました。
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昨
年
5
月
に
秋
田
県
三
種
町
で

開
催
さ
れ
た
第
33
回
全
日
本
マ
ス

タ
ー
ズ
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
選
手
権
大
会
の
40
歳
以
上
77

キ
ロ
級
で
優
勝
と
い
う
快
挙
を
果

た
し
た
加
賀
美
孝
久
さ
ん
（
大
草

町
在
住・42
歳
）。
本
年
4
月
に
マ

ス
タ
ー
ズ
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
本
代
表

選
手
と
し
て
出
場
し
、
見
事
に
優

勝
さ
れ
ま
し
た
。
加
賀
美
さ
ん
は

日
川
高
校
へ
の
入
学
を
き
っ
か
け

に
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
い

う
競
技
に
出
会
い
、
社
会
人
と

な
っ
た
現
在
も
競
技
生
活
を
続
け
、

全
日
本
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
や
、
全
日
本
社
会
人

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権

大
会
で
も
上
位
の
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。

　
3
月
30
日
に
は
、マ
ス
タ
ー
ズ
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
へ
の
出
場
の
報
告
に
市
役

所
を
訪
れ
、内
藤
久
夫
市
長
よ
り
激

励
を
受
け
、加
賀
美
さ
ん
か
ら
は
ウ

エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
か
け
る

思
い
や
、今
後
の
展
望
な
ど
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
加
賀
美
さ
ん
に
よ
る
と
、
ウ
エ

イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
は
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
の
基
礎
練
習
と
し
て
取
り

入
れ
る
こ
と
が
可
能
な
ほ
か
、
体

力
づ
く
り
に
も
応
用
で
き
る
そ
う

で
「
自
分
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
技
術
や
経
験
を
、
多
く
の
方
々

の
役
に
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

す
ご
く
う
れ
し
い
で
す
ね
。」と
市

民
の
健
康
増
進
活
動
と
い
っ
た
新

た
な
取
り
組
み
に
も
意
欲
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
学
生
と
高
校
生
の
二

人
の
娘
さ
ん
を
お
持
ち
と
の
こ
と

で
、「
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
違

う
部
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
自

分
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
と
持

ち
、
強
い
意
志
で
何
事
に
も
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
競
技
者

と
し
て
、
そ
し
て
父
親
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
姿
、
あ
き
ら
め
な
い

姿
を
見
せ
た
い
で
す
。」と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
し
ま
す
。

広げよう支援の輪 ～韮崎から熊本へ～
　熊本地震を受け、韮崎市及び NPO 法人減災ネットやまなしの呼び
かけにより、市内関係団体の協力を得て、4 月 18 日から支援募金活
動が始まりました。市役所をはじめとする市内 7 ヶ所で募金の受け付
けが行われ、多くの皆さまからあたたかい支援を頂いております。お
寄せいただいた義援金は、被災地支援に役立てられます。

第 45 回信玄公祭り
　4 月 9 日（土）に、県下最大級のイベントである信玄
公祭り甲州軍団出陣式が行われました。
　韮崎市からは、大将に森本由美子市議会議長、副将に
三井金属ダイカスト㈱の取締役製造部長の中澤広幸さ
ん、武者は御勅使工業団地工業会の皆さんが扮した『甘
利備前守虎泰隊』が参加しました。

競技者として、
� そして父親として
2016年全日本マスターズ
ウエイトリフティングワールドカップ出場
加賀美孝久さん（大草町在住 42歳）
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穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報
　

苔
玉
作
り
体
験
教
室

　
盆
栽
の
手
法
を
応
用
し
、
鉢
を

使
わ
ず
に
植
物
を
飾
れ
る
苔
玉
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時

　
5
月
14
日
（
土
）

　
10
時
～
12
時

■
定
員　
15
名
（
要
申
込
み
）

※
5
月
1
日（
日
）よ
り
受
付
開
始

■
参
加
費

　
材
料
代
1
個　
1
，5
0
0
円

　
　
　
　
2
個　
2
，5
0
0
円

　
　
　
　
（
苗
木
・
用
土
・
苔
等
）

※�

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

健
康
に
役
立
つ		

	

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
新
緑
に
染
ま
る
自
然
公
園
内
の

散
策
路
で
、
健
康
の
た
め
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
5
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
定
員　
20
名
（
要
申
込
み
）

■
参
加
費　
1
0
0
円

※�

運
動
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
穂
坂
自
然
公
園

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

�

☎
3
7
‒
4
3
6
2

～甲斐の国　激坂決戦～
 戦国ヒルクライム in韮崎・甘利山

ボランティア募集
　大会中、ボランティア活動を行っていた
だける方を募集します。
■開 催 日　7 月 16 日（土）前日受付
　　　　　　7 月 17 日（日）大会当日
■活動内容
　・参加者受付・会場での運営補助
　・コース安全管理、給水サポートなど
■応募資格　高校生以上の健康な方
■応募締切　6 月 3 日（金）
■応募方法　電話または FAX
　※�活動内容等の詳細は、後日応募者へ通

知します。
■申し込み・問い合わせ
　商工観光課 観光担当（内線 213・214）
� FAX 23-1215

　「山梨百名山」のひとつでもある甘利山は、6 月中旬から下旬にかけて、レンゲツツジの大群落によって山頂
一帯が真紅に染まります。高山植物の宝庫としても知られ、夏から秋にかけては貴重な植物が咲き誇ります。ま
た、山頂からは富士山や八ヶ岳など、大パノラマも望むことができます。千頭星山まで足を伸ばせば、初心者
向けのトレッキングも楽しめます。
　自然観光やハイキングの拠点として、グリーンロッジをぜひご利用ください。

■開設期間　5 月 1 日～ 10 月 31 日
■問い合わせ　商工観光課 観光担当（内線 213・214）
■申し込み　甘利山グリーンロッジ　☎ 090-8595-6141
■利用料金

※宿泊者・部屋区分欄の（　）書は、エキストラベッド使用時定員とする。
※シャワーご利用の方は、タオルをご持参ください。　※宿泊者以外の炊事場供用時間は、10 時から 16 時まで。
※自炊施設のため、食材は各自ご持参ください。　　　※小学校就学前の乳幼児は、施設使用料無料です。

施　設 単　位 使用者・部屋区分
使用料

摘　要
市内 市外

大部屋
（相部屋）

宿　泊
（1 人／ 1 泊）

小中学校又は特別支援
学校の児童及び生徒 300 円 300 円

高等学校の生徒 510 円 510 円
その他 1,020 円 1,540 円

個　室

宿　泊
（1部屋／1泊）

4 人部屋（5 人） 6,170 円 8,220 円
8 人部屋（9 人） 12,340 円 16,450 円

休　憩
（1 部屋）

4 人部屋 2,050 円 3,080 円
8 人部屋 4,110 円 6,170 円

炊事場 1 人分／ 1 回 100 円 100 円
宿泊並びに個室で休憩される方は無料。

シャワー 1 人／ 1 回 100 円 100 円
寝　具 1 組／ 1 回 300 円 300 円

南アルプスユネスコエコパーク
甘利山グリーンロッジ5月1日オープン！
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み
ん
な
で
楽
し
も
う
♪	

	

大
村
智
先
生
の
紙
芝
居
！

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

で
開
催
中
の
「
大
村
智
名
誉
市
民

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
特
別
企
画
展
武

田
の
里
が
育
ん
だ
偉
大
な
科
学
者

の
軌
跡
」
で
製
作
し
た
大
村
先
生

の
こ
れ
ま
で
を
紙
芝
居
に
し
た
も

の
の
公
演
を
し
ま
す
。
大
村
先
生

の
歩
み
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
紙
芝
居
の
あ
と
に
は
、大
村
先
生

を
育
ん
だ
武
田
の
里
の
魅
力
も
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。親
子
で

な
く
て
も
中
・
高
生
や
大
人
の
皆
さ

ん
も
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時

　
5
月
5
日
（
木
・
祝
）

　
第
1
回　
11
時
～

　
第
2
回　
14
時
～

　
※�

紙
芝
居（
15
分
）と
紙
芝
居
後

の
お
話
し
（
15
分
）
を
予
定
。

■
開
催
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
2
階
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

■
申
し
込
み
・
参
加
費
等

　
申
込
不
要
・
参
加
費
無
料

■
主
催

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

　

�

共
催　
韮
崎
市
立
図
書
館
・
韮

崎
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

　
韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館

�

☎
2
1
‒
3
6
3
6

第
1
回
懐
か
し
の
16
ミ
リ	

フ
ィ

ル
ム
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
上
映
会

　
カ
タ
カ
タ
と
鳴
る
懐
か
し
い
音

と
画
面
…
16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
映
画

で
午
後
の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■
日
時　

　
5
月
29
日
（
日
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
1
階
会
議
室
A
・
B

■
上
映
作
品

　
「
高
瀬
舟
」（
森
鴎
外
原
作
）

　
「
武
田
の
里
」

■
鑑
賞
料　
無
料

■
定
員　
30
名

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

�

☎
2
0
‒
1
1
1
5

韮
崎
の
野
草
・
薬
草	

	

観
察
ウ
ォ
ー
ク

　
緑
の
眩
し
い
季
節
、
穂
坂
自
然

公
園
を
歩
き
な
が
ら
野
草
や
薬
草

を
学
び
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　
6
月
5
日
（
日
）

　
9
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
公
園
駐
車
場
9
時
20
分
集
合

■
場
所　
穂
坂
自
然
公
園

■
定
員　
20
名

■
参
加
料　
無
料

■
講
師　
山
梨
県
森
林
総
合
研
究
所

　
戸
沢
一
宏
氏

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

�

☎
2
0
‒
1
1
1
5

第
2
回
ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見

ウ
ォ
ー
ク
「
穴
山
ウ
ォ
ー
ク
」

　
多
く
の
逸
材
を
輩
出
し
た
穴
山
の

地
を
巡
る
ふ
る
さ
と
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

■
日
時　
6
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
9
時
～
15
時

■�

集
合　
ニ
コ
リ
偉
人
資
料
館
前

に
9
時
集
合

■
定
員　
20
名

■
講
師

　
市
教
育
委
員
会 

閏
間
俊
明
氏

■�

持
ち
物　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で

き
る
服
装
・
昼
食
・
飲
み
水

■
そ
の
他　
雨
天
中
止

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
公
民
館

�

☎
2
0
‒
1
1
1
5

　

今
年
度
も
ナ
イ
ト
N
I
R
A

マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ー

ト
イ
ン
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
の

で
ご
家
族
、
お
友
達
お
誘
い
の
上

お
い
で
く
だ
さ
い
！

■
日
時　
5
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
16
時
～
20
時

■
場
所　

　
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

　
1
階
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス

■
今
後
の
予
定　
7
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
9
月
17
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
11
月
12
日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課 

商
工
労
政
担
当

�

（
内
線
2
1
5
）

N
I
R
A
マ
ル
シ
ェ
で
楽
し
も
う
！

　 韮崎市には数々の富士山絶景ポイントがあり、わに塚のサクラ・新府
桃源郷・甘利山のレンゲツツジ・鳳凰三山・武田の史跡など、四季折々
のフォトロケーションにも恵まれています。
　大自然と歴史の浪漫に包まれた〝韮崎の四季〟を写真で表現してみま
せんか !?
■応募期限　平成 29 年 1 月 13 日（金）
■�テーマ　市内の絶景ポイントから見るイチオシの富士山や、四季を通じて撮影した風景・人物・行事・

祭りなど、いずれも未発表の作品で、市の観光 PR 等に使用可能な作品。
■応募先　山梨フジカラー取扱店
　※韮崎市観光協会に直接お持ちいただく場合は、平日の 8 時 30 分～ 17 時 15 分
■規 定　
①プリント 4 切・RP プリント 4 切（白黒可）デジカメ撮影可（デジタル銀塩方式プリント）
　※ワイド 4 切は不可。
②入賞作品は返却しません。
③入賞作品のすべての版権は市に帰属します。
■問い合わせ　韮崎市観光協会　☎ 22-1991

27 年度推薦作品「冬のわに塚星桜」

とっておきの1枚を応募してみませんか？
美しい富士山を望むまち 韮崎の四季フォトコンテスト美しい富士山を望むまち 韮崎の四季フォトコンテスト
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広　報
にらさき

infor
mation

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
お
知
ら
せ

水
道
メ
ー
タ
ー		

	

交
換
の
お
知
ら
せ
（
無
料
）

　
市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
8

年
に
1
度
、
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交

換
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
お
宅
に
は
、
市
か
ら

委
託
を
受
け
た
韮
崎
市
上
水
道
組

合
加
盟
の
指
定
店
業
者
が
、
5
月

か
ら
9
月
中
旬
ま
で
の
間
、
随
時

事
前
調
査
お
よ
び
取
替
作
業
に
伺

い
ま
す
。
な
お
事
前
調
査
の
結
果

バ
ル
ブ
や
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
等
、

修
繕
工
事
を
さ
せ
て
頂
く
お
宅
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆�

作
業
す
る
委
託
業
者
は
、
身
分　

証
明
書
（
顔
写
真
入
り
）
を
携　

帯
し
て
い
ま
す
。

◆�

立
会
い
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆�

お
留
守
の
場
合
で
も
メ
ー
タ
ー　

の
交
換
作
業
を
行
い
ま
す
の
で　

ご
了
承
願
い
ま
す
。

◆�

事
前
に
個
別
の
お
知
ら
せ
は
行

い
ま
せ
ん
が
、作
業
を
行
っ
た
お

宅
に
は
、「
作
業
の
お
知
ら
せ
」を

投
函
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課 

水
道
管
理
担
当

�

（
内
線
6
1
6
・
6
1
7
）

　
環　
境

森
林
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
に
は
注
意
が
必
要
で
す

　
近
年
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
森
林
の
樹
木
を
伐
採
し

て
太
陽
光
発
電
等
に
利
用
す
る
際

に
は
、
過
去
に
行
な
っ
た
森
林
整

備
に
対
し
て
国
や
県
の
補
助
金
を

受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
補

助
金
の
返
還
義
務
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
森
林
を
太
陽
光
等
に
利
用
す
る

と
き
に
は
、
事
前
に
左
記
の
い
ず

れ
か
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
農
林
課 

農
林
振
興
担
当

�

（
内
線
2
2
4
）

　
県
中
北
林
務
環
境
事
務
所

　
　
　
　
　
森
づ
く
り
推
進
課

�

☎
2
3
‒
3
0
8
9

　
峡
北
森
林
組
合

�

☎
2
6
‒
2
3
0
0

　
相　
談

詐
欺
・
多
重
債
務	

	

迷
わ
ず
ご
相
談
を
！

　
近
年
、
高
齢
者
を
中
心
に
詐
欺

的
な
投
資
勧
誘
や
電
子
マ
ネ
ー
の

詐
欺
被
害
が
多
発
し
て
い
る
ほ
か
、

多
重
債
務
に
陥
っ
て
い
る
方
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

　
1
人
で
悩
ま
な
い
で
、
迷
わ
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
税
等
の
収
納
業
務
を
委
託

　
市
で
は
、
市
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
収
納
業
務
を

法
令
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
委
託

し
ま
し
た
。

■
委
託
先

　
地
銀
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

　
株
式
会
社

■
問
い
合
わ
せ

　
収
納
課 
収
納
担
当

�

（
内
線
1
6
3
～
1
6
6
）

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
の
お
知
ら
せ

■�

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
と
は
？

　
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
（
高
齢
者
向
け
給
付
金
）

は
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が

及
び
に
く
い
所
得
の
少
な
い
高
齢

者
の
方
を
支
援
し
、
平
成
28
年
度

前
半
の
個
人
消
費
の
下
支
え
を
す

る
た
め
に
支
給
す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　
次
の
2
つ
の
要
件
を
共
に
満
た

す
方
が
対
象
で
す
。

⑴�

平
成
27
年
度
分
市
町
村
民
税

（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ
て
い
な

い
方
。（
た
だ
し
、市
町
村
民
税

に
お
い
て
、
課
税
者
の
扶
養
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
）

⑵�

平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
に
65

歳
以
上
に
な
る
方

　

�（
昭
和
27
年
4
月
1
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）

※�

支
給
の
可
能
性
の
あ
る
方
に
は

5
月
18
日
ま
で
に
申
請
書
類
等

を
郵
送
し
ま
す
。

■
支
給
額

　
対
象
者
1
人
に
つ
き
3
万
円

■
申
請
受
付
期
間

　
5
月
23
日
か
ら
8
月
22
日

■
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課 

社
会
福
祉
担
当

�

（
内
線
1
8
1
）

労
働
保
険
料
と
一
般
拠
出
金
の

申
告
・
納
付
は
お
早
め
に

　
労
働
保
険
料
・
一
般
拠
出
金
の

年
度
更
新
手
続
は
、
期
限
内
に
済

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
年
度
更
新
申
告
書
の
送
付
は
5

月
末
、
申
告
書
受
理
会
は
6
月
中

旬
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
4
月
1
日
か

ら
雇
用
保
険
率
が
改
正
さ
れ
て
い

ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
左
記

の
い
ず
れ
か
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

申
告
受
理
会
の
日
程
等
は
、
申
告

書
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
告
・
納
付
期
限

　
毎
年
6
月
1
日
～
7
月
10
日

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
0
5
5
‒
2
2
5
‒
2
8
5
2

　
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

�

（
労
災
課
）

☎
0
5
5
‒
2
2
4
‒
5
6
1
9

不
法
電
波
は
い
け
ま
せ
ん
！

　
総
務
省
で
は
、6
月
1
日
（
水
）

か
ら
10
日
（
金
）
ま
で
を
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期

間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し
く
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・

啓
発
活
動
及
び
不
法
無
線
局
の
取

締
り
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無

線
局
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、

携
帯
電
話
な
ど
の
身
近
な
も
の
か

ら
、
警
察
や
消
防
の
人
命
に
関
わ

る
重
要
な
無
線
に
対
し
て
混
信
・

妨
害
を
与
え
ま
す
。

　
安
全
で
豊
か
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル
を
守

り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　
関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
の
混
信
・
妨
害

☎
0
3
‒
6
2
3
8
‒
1
9
3
9

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

☎
0
3
‒
6
2
3
8
‒
1
9
4
5

●�

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

受
信
相
談

☎
0
3
‒
6
2
3
8
‒
1
9
4
4
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■
申
込
締
切
日

　
5
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
（
申
込
書
必
着
）

■
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
0
5
5
‒
2
2
8
‒
8
3
8
3

就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
「
能
力
開

発
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
者
募
集

　
「
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

講
座
」（
5
月
開
講
）パ
ソ
コ
ン
初

心
者
の
方
（
マ
ウ
ス
や
キ
ー
ボ
ー

ド
の
操
作
に
不
慣
れ
な
方
）
向
け

に
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と

ワ
ー
ド
2
0
1
3
を
使
っ
た
簡

単
な
文
書
の
作
成
な
ど
、
仕
事
に

役
立
つ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を
通

年
で
行
い
ま
す
。

■
定
員　
20
人
（
先
着
順
）

■
費
用

　
受
講
料　
　
　
2
，1
0
0
円

　
テ
キ
ス
ト
代　
1
，2
9
6
円

■
受
付
期
間

　
5
月
16
日
（
月
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
甲
府
市
塩
部
4
‒
5
‒
2
8

�

☎
0
5
5
‒
2
5
1
‒
3
2
1
0

再
就
職
を
目
指
す
方
へ	

	

「
職
業
訓
練
受
講
者
」
募
集
中

　
再
就
職
目
指
す
方
を
対
象
と
し
、

再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技
術
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
公
共
職
業
訓

練
を
実
施
し
、
早
期
再
就
職
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

　
7
月
5
日
（
火
）
～

　
12
月
28
日
（
水
）

■
受
講
料

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

■
申
込
方
法

　

�

6
月
7
日
（
火
）
ま
で
に
住
所

ま
た
は
居
所
を
管
轄
す
る
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※�

託
児
サ
ー
ビ
ス
付
（
無
料
）
職

業
訓
練
あ
り

■
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
梨

☎
0
5
5
‒
2
4
2
‒
3
0
6
6

　
催　
し

韮
崎
高
等
学
校
吹
奏
楽
部		

第
46
回
定
期
演
奏
会

■
日
時　
5
月
15
日
（
日
）

　
開
場　
16
時
30
分

　
開
演　
17
時
～

■
会
場　
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

　
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル（
大
ホ
ー
ル
）

■
内
容

　
た
な
ば
た

　
八
木
節

　
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル　
ほ
か

※�

韮
崎
駅
か
ら
無
料
の
シ
ャ
ト
ル　

バ
ス
が
出
ま
す
。（
16
時
15
分　

発
）

　
帰
り
は
演
奏
会
終
了
次
第
運
行

■
問
い
合
わ
せ

　
☎
2
2
‒
2
4
1
5

�

吹
奏
楽
部
顧
問
（
仲
田
）

　
訂
正
と
お
詫
び

平
成
28
年
度
韮
崎
市
健
康		

カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正
に
つ
い
て

　
4
月
に
配
布
し
ま
し
た
健
康
カ

レ
ン
ダ
ー
に
誤
り
曜
日
が
あ
り
ま

し
た
。
左
記
の
と
お
り
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

■
乳
が
ん
検
診
日

　
（
誤
）
10
月
6
日
（
金
）

　
（
正
）
10
月
6
日
（
木
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

☎
2
3
‒
4
3
1
0

び
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル

■
募
集
対
象

　

�

歌
が
好
き
な
保
育
園・幼
稚
園・

小
学
生
・
中
学
生
の
方

■
主
な
活
動

　

�

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
、
武
田
の

里
音
楽
祭
、
地
区
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
出
演
等

※�

9
月
か
ら
は
武
田
の
里
音
楽
祭

に
向
け
て
毎
週
土
曜
日
に
練
習

■
年
会
費　
5
，
0
0
0
円

■
指
導
者　
星
ひ
ろ
美

　
　
　
　
　
小
林
美
和（
ピ
ア
ノ
）

■
問
い
合
わ
せ

�

☎
2
2
‒
6
0
3
7
（
星
）

高
齢
者
活
躍
人
材
育
成
事
業

　
高
齢
者
が
技
能
講
習
後
、
就
業

を
通
じ
て
地
域
で
の
活
躍
の
場
に

参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
講

習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
講
習
会
名

　
「
植
木
管
理
」
講
習
会

■
対
象
者

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
て

就
業
を
希
望
す
る
60
歳
以
上
の
方

■
日
程

　
6
月
21
・
22
・
23
・
24
日

　
9
時
30
分
～
16
時

■
会
場　
韮
崎
中
央
公
園

■
参
加
料　
無
料

■
定
員　
15
名

　
（
書
類
選
考
等
に
よ
り
決
定
）

■
相
談
料　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

�
関
東
財
務
局
甲
府
財
務
事
務
所

理
財
課

�

☎
0
5
5
‒
2
5
3
‒
2
2
6
1

　
募　
集

少
林
寺
拳
法
の
拳
士
募
集
！

　
少
林
寺
拳
法
は
護
身
術
で
す
。

　
少
林
寺
拳
法
は
「
人
づ
く
り
」

　
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
、
人

や
社
会
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。
親

子
で
少
林
寺
拳
法
、ま
ず
は
見
学・

体
験
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
修
練
日　
毎
週
火
曜
日

　
19
時
30
分
～
21
時
30
分

■
場
所　
韮
崎
高
校
武
道
場

■
費
用

　
部
費　
1
，5
0
0
円（
毎
月
）

　
入
会
費　
3
，
0
0
0
円

�

（
入
会
時
の
み
）

　
年
会
費　
4
，
0
0
0
円

■
問
い
合
わ
せ

　

�

韮
崎
少
林
寺
拳
法

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

☎
0
9
0
‒
2
2
5
7
‒
3
5
5
5

�

（
村
岡
）

韮
崎
シ
テ
ィ
ジ
ュ
ニ
ア	
	

コ
ー
ラ
ス
団
員
募
集

■
練
習
日　

　
毎
月
第
2
第
4
土
曜

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
練
習
場
所

　

�

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
及

★
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
。

市民バスの時刻表の改正
　5 月 1 日より市民バス全路線の時刻表を
改正します。
※�同時配布の時刻表のほか HP でもご覧に

なれます。
■問い合わせ
　企画財政課 企画推進担当（内線 357）
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【
作
り
方
】

①�

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
カ
リ
フ
ラ 

ワ
ー
は
小
房
に
分
け
、
半
分　

に
切
り
、
固
め
に
茹
で
る
。　

ソ
ー
セ
ー
ジ
は
1
本
を
4
等　

分
に
切
る
。

②�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ
オ　

イ
ル
を
熱
し
、
ソ
ー
セ
ー
ジ　

を
入
れ
て
焼
き
色
が
つ
い
た　

ら
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
と
ブ
ロ
ッ　

コ
リ
ー
を
並
べ
火
を
通
す
。

③�

粗
挽
き
黒
こ
し
ょ
う
、
パ
セ　

リ
を
ふ
り
か
け
、
火
を
止
め

る
。

④
器
に
盛
り
付
け
る
。

【
栄
養
量
】

　
エ
ネ
ル
ギ
ー　
1
1
7
㌔
㌍

　
食
塩
相
当
量　
0
.
4
㌘

■
問
い
合
わ
せ

　
保
健
課 

健
康
増
進
担
当

�

2
3
-4
3
1
0

材料（4 人分）
・ブロッコリー … ……… 150g
・カリフラワー… ……… 180g
・ソーセージ… ………… 80g
・粗挽き黒こしょう… … 少々
・パセリ（みじん）……… 少々　

■お問い合わせ
　商工観光課　観光担当（内線 213・214）

ご存知ですか？
　ソーセージ 1 本には約 0．5g、薄切りハム 1 枚では 0．4g の食塩が
含まれています。食塩量は 1 日に 8g 以下が目安とされており、食品に
含まれている隠れた食塩に注意が必要です。加工食品の塩気を活かし、余
分な調味料を減らしましょう！

こちらのYouTube動画QRコードの読み込みでも見ることができます。

知っ得！食育ひろば ー食改推の簡単レシピ！ー
ソーセージの塩味と黒こしょうが味のアクセント！

「ブロッコリーとカリフラワーの黒こしょう炒め」

南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
が
完
成

　
南
ア
ル
プ
ス
世
界
自
然
遺
産
登
録
山
梨
県
連
絡
協
議
会
（
韮
崎
市
、
南
ア
ル
プ
ス
市
、
北

杜
市
、
早
川
町
）
に
お
い
て
、
南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
山
梨
県
エ
リ
ア
を
紹

介
す
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
雄
大
な
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
焦
点
を
当
て
た
「
山
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
歴
史
や
人
々
の
暮

ら
し
に
焦
点
を
当
て
た
「
暮
ら
し
文
化
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
両
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
編
集
し
た
「
Ｍ

Ｉ
Ｘ
」
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
3
つ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
市
町
村
の
特
色
や
文
化
、
魅
力
に

つ
い
て
Y
o
u
T
u
b
e
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

文化バージョン 山バージョンMIX バージョン

YouTube 検索　南アルプスユネスコエコパークチャンネル
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ニ
コ
リ

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
情
報

ニ
コ
リ
主
催
イ
ベ
ン
ト

�

問
合
せ
☎
2
2
―
1
1
2
1

ス
マ
ホ
の
学
校

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
は
？
料
金

体
系
か
ら
操
作
方
法
ま
で
、
様
々

な
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時　
5
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
1
階
会
議
室
5

■
参
加
費　
5
0
0
円

■
持
ち
物　
筆
記
用
具

■
定
員　
10
名　
　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■�

講
師　
N
P
O
法
人
パ
ソ
コ

ン
サ
ー
ク
ル
☆
あ
っ
と
ほ
ー
む

■�

申
込
方
法　
総
合
受
付
で
申
込　

書
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

筋
ト
レ
講
座

　
初
心
者
の
方
で
も
で
き
る
筋
ト

レ
法
を
学
び
、
表
層
筋
や
体
幹
を

鍛
え
、
体
重
減
量
を
目
指
し
ま
す
。

■
日
時　
6
月
15
・
22
・
29
日
、　

　
7
月
6
・
13
日
（
全
5
回
）

　
19
時
30
分
～
20
時
30
分

■
場
所　
3
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
参
加
費　
6
，
0
0
0
円

■�

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水　
　

（
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越　

し
く
だ
さ
い
）

■
定
員　
20
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
講
師　
深
澤
大
輝
先
生

■�

申
込
方
法　
総
合
受
付
で
申
込　

書
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し　

込
み
く
だ
さ
い
。

美
的
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
ヨ
ガ

　

表
情
筋
を
や
わ
ら
か
く
し
て
、　

明
る
い
表
情
・
明
る
い
気
持
ち　

を
手
に
入
れ
ま
し
ょ
う
！

■
日
時　
6
月
7
・
14
・
21
・

　
28
日
、
7
月
5
日
（
全
5
回
）

　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　
1
階
和
室
会
議
室

■
参
加
費　
5
，
0
0
0
円

■�

持
ち
物　
鏡
、
バ
ス
タ
オ
ル
、　

筆
記
用
具
（
動
き
や
す
い
服
装　

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

■
定
員　
15
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

■
講
師　
前
田
志
穂
美
先
生

■�

申
込
方
法　
総
合
受
付
で
申
込　

書
に
参
加
費
を
添
え
て
お
申
し　

込
み
く
だ
さ
い
。

市
立
図
書
館

�

問
合
せ
☎
2
2
―
4
9
4
6

5
月
展
示	

	
	

「
休
日
の
お
役
立
ち
本
！
」

　
旅
行
や
お
掃
除
、
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
な
ど
に
役
立
つ
本
の
特
集
で

す
！
休
日
の
計
画
を
立
て
る
ヒ
ン

ト
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■
展
示
期
間　
4
月
29
日（
金
）～

　
　
　
　
　
　
5
月
29
日（
日
）

英
字
新
聞
d
e
エ
コ
バ
ッ
グ

～
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
付
き
～

　
英
字
新
聞
を
再
利
用
し
た
エ
コ

バ
ッ
グ
を
作
り
ま
せ
ん
か
？
オ

シ
ャ
レ
に
大
活
躍
す
る
大
小
2
種

類
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
5
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

■
場
所　
2
階
会
議
室

■
対
象　
高
校
生
以
上

■
定
員　
12
名
程
度

■�

申
込　
図
書
館
内
カ
ウ
ン
タ
ー　

ま
た
は
電
話

朗
読
の
つ
ど
い　
（
無
料
）

　

5
月
は
3
つ
の
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
が
出

演
し
ま
す
。

■
日
時　
5
月
21
日 （
土
）

　
　
　
　
14
時
～
15
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
会
議
室

■
内
容
（
作
品
名
・
朗
読
者
）

　
「
小
僧
の
神
様
」
志
賀
直
哉
作　

　
　
　
　
朗
読　
保
阪
え
み
子
氏

　
「
焼
跡
で
あ
げ
た
お
っ
ぱ
い
」

　
　
　
　
朗
読　
中
嶋
ふ
じ
ゑ
氏

　
「
サ
ビ
タ
の
記
憶
」原
田
康
子
作

　
　
　
　
朗
読　
小
林
李
枝
子
氏

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

�

問
合
せ
☎
2
3
―
7
6
7
6

に
ら
★
ち
び
＆
い
き
は
ぐ
大
学

ニ
コ
リ
校
共
催
企
画	

	
	

�

（
無
料
・
要
予
約
）

①
珈
琲
同
好
会

　
こ
だ
わ
り
や
深
い
知
識
が
な
く

て
も
大
丈
夫
。
面
白
そ
う
と
思
っ

た
ら
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

■
日
時　
5
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

■
持
ち
物

　
珈
琲
に
合
う
お
菓
子　
1
品

②
背
守
り
を
縫
う
！

　
魔
除
け
と
し
て
産
着
な
ど
の
背

中
に
刺
繍
を
し
た
背
守
り
。
ま　

ず
は
手
始
め
に
、
フ
ェ
ル
ト
に　

刺
繍
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　
5
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
13
時
～
14
時
30
分

③
共
育
ち
手
帳
を
つ
く
ろ
う

　
子
ど
も
の
様
子
と
そ
の
時
感
じ

て
い
る
マ
マ
の
思
い
や
気
づ
き
を

書
き
残
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
日
時　
5
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

※
①
～
③
共
通

■
場
所　
ニ
コ
リ
2
階
図
書
館
隣

■�

申
込　

に
ら
ち
び
H
P
ま
た

は
電
話

韮
崎
市
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
（
要
申
込
）

■�
対
象　
本
市
在
住
で
子
育
て
に

関
心
の
あ
る
方

■
日
程　
5
月
17
・
18
・
19
・

　
　
　
　
20
・
24
・
27
日

　
　
　
　
9
時
30
分
～
15
時

■
定
員　
6
名

■
取
得
で
き
る
資
格

　
①�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
ケ
ロ
ケ
ロ
」会
員

　
②�

一
時
預
か
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ま
か
せ
て
さ
ん
」
会
員

中
央
公
民
館

�

問
合
せ
☎
2
0
―
1
1
1
5

韮
崎
の
民
話 

大
型
紙
芝
居	

制
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
絵
心
な
く
て
も
塗
り
絵
が
で
き

れ
ば
大
丈
夫
！
韮
崎
の
民
話
を
大

型
紙
芝
居
に
残
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　
5
月
30
日
・
6
月
6
・

　
　
　
　
13
・
23
・
27
日

　
　
　
　
10
時
～
12
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
工
作
室　

■
定
員　
12
名
程
度　

『
暮
ら
し
を
楽
し
く
す
る	

ワ
ー
ド
中
級
講
座
』（
全
4
回
）

■
日
時　
5
月
10
・
17
・
24
・　
　

　
　
　
　
31
日（
火
）19
時
～
21
時

■
場
所　
ニ
コ
リ
パ
ソ
コ
ン
室　

■
教
材
費　
1
，
2
0
0
円

　
（
テ
キ
ス
ト
代
当
日
徴
収
）　

■
持
ち
物　
筆
記
用
具
、

　
　
　
　
　
U
S
B
メ
モ
リ

■
定
員　
15
名

■�

講
師　
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
主
宰

　
　
　
　
向
山
幹
夫
氏

19
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火
山
噴
火
や
異
常
気
象
の
報
道

を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

江
戸
時
代
の
先
人
た
ち
も
、
気
象

の
変
化
な
ど
に
苦
し
ん
だ
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
天
明
の

大
飢
饉
で
、
江
戸
四
大
飢
饉
の
一

つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
飢
饉
が
発
生
し
た
1
7
8
0

年
頃
の
お
話
を
伝
え
る
珍
し
い
形

を
し
た
供
養
塔
が
穴
山
町
重
久
集

落
の
南
端
の
墓
地
の
一
角
に
あ
り

ま
す
。

　
高
さ
60
㎝
・
直
径
32
㎝
の
石
で

で
き
た
梵
鐘
型
の
供
養
塔
、
そ
の

台
座
に
は
、
こ
ん
な
こ
と
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
2
3
5
年
程
前
の
江

戸
時
代
中
期
の
天
明
の
頃
、
福
泉

寺
の
住
職
を
し
て
い
た
万
機
和
尚

が
、
村
人
の
生
活
に
役
立
つ
か
ら

と
い
う
こ
と
で
梵
鐘
を
作
る
こ
と

を
計
画
し
ま
し
た
。し
か
し
、ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
は
大
飢
饉
で
し
た
。

村
人
の
生
活
も
苦
し
い
か
ら
、
延

期
を
し
た
方
が
良
い
と
恒
右
衛
門

さ
ん
が
和
尚
さ
ん
に
訴
え
ま
し
た
。

梵
鐘
作
り
は
中
止
と
な
り
、
そ
の

こ
と
に
嘆
き
悲
し
ん
だ
和
尚
さ
ん

は
釜
無
川
に
身
を
投
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
時
は
過
ぎ
、
明
治
11
年

に
恒
右
衛
門
さ
ん
の
子
孫
が
万
機

和
尚
さ
ん
の
魂
を
供
養
す
る
た
め

に
梵
鐘
型
の
供
養
塔
を
作
り
、
全

6
0
0
巻
の
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
で
供
養
し
ま
し
た
。

　
和
尚
さ
ん
の
村
人
を
思
う
気
持

ち
、
延
期
を
進
言
し
た
村
人
の
気

持
ち
、
そ
し
て
進
言
し
た
村
人
の

子
孫
の
気
持
ち
、
ど
の
気
持
ち
も

相
手
に
対
す
る
優
し
さ
を
今
に
伝

え
て
い
る
供
養
塔
と
い
え
ま
す
。

�
 （

記
事 

文
化
財
担
当　
閏
間
）

●国民健康保険より
 4月に韮崎市国民健康保険で支払った額（保険者負担額）
は、161,463,764円（前年同月比1.09%増）で、１人あた
りの保険者負担額は、21,327円（前年同月比 4.51%増）
でした。引き続き健康に気をつけ医療費の節約にご協力
ください。

市の人口 4月1日現在 （前月比）
男 15,114人（うち外国人172人） −44人
女 15,290人（うち外国人261人） −76人
計 30,404人（うち外国人433人） −120人

世帯数 12,459世帯 ー 24世帯

人
の
優
し
さ
を
伝
え
る

梵
鐘
型
の
供
養
塔

に
ら
さ
き
遺
産
め
ぐ
り
第

回
17

市では、姉妹都市の米国フェアフィールド市と交換留学生による相互交流
を行っており、今年も引率者を含む 7 名が韮崎市を訪れることから、ホス
トファミリーを募集します。日本にいながら多様な価値観や文化を共有し、
素敵な体験ができるチャンスです！ご応募をお待ちしています。
■期　　間　7 月 12 日（火）～ 8 月 1 日（月）
■応募締切　5 月 13 日（金）※企画財政課へ直接申込
■申し込み・問い合わせ　韮崎市国際交流実行委員会事務局
　　　　　　　　　　　　（企画財政課 企画推進担当内） （内線 356）

にらみん

国際交流しませんか
交換留学生ホームステイ・ホストファミリー募集


